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1. rゆりか宅めJって?
fゆりかもめJは、大学図書館問題研究会京都支部が 1998年 4月 1日から運営する

メーリングリストです。 大関研の会員であれば、 Eなたでも登録して参加すること

ができます。{京都支部以外の会員も可)。

2. rゆりガ宅めJのお鈎東
①参加者は、大国研の会員のみです(京都支部以外の会員も可)。

②参加者リストは、公開しません。
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京犬薪システム構築の経験を開いて

楽しみな 8月の京都研究集会

五丞問問 竹本文夫

支部委員会は、 2月下旬に津居氏から京大のシステム更新に向けての取り組みについて

2時間ほど話を聞いた。津居氏は第二次ワーキンググループのなかの目録の中心的メンバ

ーの一人であり、この 6月に開催予定の第 6回大学図書館員京都研究集会で報告をしても

らう予定なので事前に支部委員会と Lて話を聞き、内容を煮詰める必要があったからであ

る。

海居氏の話を聞き、その後支部委員会で内容を討論する中で、今度の研究集会は、報告

者を含めすべての参加者にとって緩めて意義のある集会になりそうだと確信を持つことが

できた。以下に海居氏の話を聞いた私の感想や意見、注文などを研究集会企画の一部にも

ふれつつ述べてみたい。

I徹底した情報公開に鷲く}
システム構築が成功するかどうかは中心メンパーと現場図書館員の聞の風通しの程度で

きまると云われている。京大の場合、まさにこの風通しが前代未聞の良さだ。正規の役職

者の各種会議、文書の配布、目録担当者を集めた大きな会議、必要に応じて電話、場合に

よってーは職場を訪ねる、圧巻は連絡用ホーム頁やメーリングリストを通じて誰でもすべて

の情報がリアルタイムで見られ、意見も述べられるようになっている。情報伝達が、文字

通り考えられるすべてのノレートを駆使して行われている。その結果全学の部局図書館・室

の目録担当者の 8 0 9割に「いま、何が、どこまで検討され、現場からどんな意見が出

ているかJが分かる状態になっていると云う。驚くべきことである。

{連絡用ホーム頁、一メーリングリストは何故活用されるようになったか}

すべての現場図書館員への情報の徹底が一朝一タに出来ることでないことは云うまでも

ない。それができたのは、全学目録関係者の 8 口9割が連絡用ホーム頁やメールを見る

，ようになったからだと云う。しかし問題は、どうやって多くの現場図書館員が、仕事に忙

殺されているもとでホーム頁やメールを覗き、必要に応じて意見を書き込むようになった

かであろう。

その理由の第ーは、新システム構築の基本姿勢にあると思われる。即ち現場に依拠し、

みんなで考え、その中でお互いに成長しながらよりよい図書館をつくろうという基本姿勢

である。こうした姿勢が貫かれるならば、慣勢に遅れないよう、連絡用ホーム頁やメーノレ

を覗き、自分たちの要求は出さなければ損と考えるようになるのではないか。実際はどう

だったのか当事者の意見を聞きたいと思っている。往々にしてシステム構築の中心メンバ

ーは、自分たちの考え=出来上がったプログラムを一方的に押しつけがちである。それで

は現場図書館員はシステム構築に余り関心を寄せない。

第二には、連絡用ホーム貰やメーノレが、絶えず情報が更新され、正確な最新情報をいっ
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でも見ることが出来る、つまり、読むに値するもの、現場で必要とするものを供給してい

るからだと思われる。その労力と時間は大変なものであるに違いない。おそらく担当者は

夜となく昼となく最新情報を入れ続け、内容を改定しているのではないだろうか。

第三は、ホーム頁やメーノレを覗いてもらうために様々な手立てを打ったことである。ど

れだけ良い情報を入れても読んでもらわなくては何にもならない。 rんな方法や工夫の積
み重ねでここ迄皆が利用するようになったのだろうか。その過程に興味をそそられる。

ぜひその辺も詳しく聞きたいものである。

I いくつかの現場から多諜な報告も聞けそう1
どこでも一定期間たてばシステム更新に追られる。しかもシステム更新は莫大なお金と

労力を必要とする大事業である。これが本当に現場と利用者により良いものになるかどう

かは決定的に重要である。そのために私たちはより良い取り組みの事例を詳しく知る必要

がある。中途半端に知っただけでは役に立たない。また、当事者も時々振り返って経過を

総括する必要がある。更にたとえ良い事例であってもその批判点からも学ぶ必要がある。

京大の場合にも一定の批判はあるようだ。また、一口に現場図書館員といっても大きな職

場もあれば一人職場もあり、それぞれの霞かれた条件やその人の個性によって反応は様々

であり、海居氏や支部委員からもそうした意見を若干聞くことができた。今回の研究集会

では、報告は漂窟氏以外にもいくつかの職場からしてもらうよう今取り組んでいる。多様

な立場からの報告が聞けそうなことも今度の研究集会の楽しみだ。

I第二次ワーキンググループの課題は何か】
第一次ワーキンググループは約 2年かけて「京大仕様書j を作成した。それを受けて第

二次ワーキンググループが発足し、 f京大仕様書J の具体化と新システムへの移行と安定

した稼働を目指して活動を開始した。海居氏の報告は、この第二次ワーキンググループの

目録部門での取り組みが中心だ。

支部委員会で彼の報告を聞いた時、「京大仕様書j なるものがどんなものか、そしてそ

の具体化とはどんなことなのかについてイメージがつかみにくかった。内容が多岐にわた

り、説明が難しいであろうが第三者にもある程度イメージがつかめるよう何とか本番では

工夫して報告してほしい。例えば、出発点となった第一回目録担当者受流会は、何のため

に聞かれ、何を説明したのか、また取り組みの中頃ではどんなことが問題になったのか、

新システム稼働開始期にはどんな事故や問題、要求が出たか。そしてそれらの問題をどの

ように解決したのか。こうしたことについて幾っか事例なりエピソードなりを交えて説明

してもらうと有り難い。この点は京大の当事者にとっても今後総括をするうえで案外役に

立つのではないか。

I他大学の意見・経験・到達点との交流の重要性l
自分たちの経験・意見を整理・発表し、他大学の図書館員と意見交換することは、自分

たちの取り組みについてプラス菌、マイナス面を客観的に明らかにし、一般的な教訓とす

るうえで重要である。今回の研究集会が参加者の討論で客観的総括への第一歩ともなれば

京大であると否とを問わず大きなプラスになるだろう。

いずれにしてもこの 6月の研究集会は面白いものになりそうで楽しみである。

(たけもとふみお/元同志社大学人文科学研究所)
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... .也・...・・・・・・・・・a・・・・・・・・・・・・・・・z・2・...........，・・.......・・・・.........・・・・ a・・........~・・・・・2・・・..・・a
z . . 大菌童話頭醤支部 部興繍告の日程

日時 6局20日{土)12:30-17:00 
告場 芝輔会舘〈顛穴路通りバス停 f頭一銭J下車すぐ)

内密 輸盟申(京穴国富舘新システムの取り組み f~ ついて〉

関連記事を5日まで謹厳しますので、注目を!
-.・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・ .M.........・・・・・・・・・・・・・・・・・珊・.......................~・・・・・・・・ 6 ・..

欝7盟安部器購曾の報告
{報告事璃1
(1)京割安田翻究鰭舎の告掲褒璽巴ついて

京大会髄 → 芝閥告髄へ夜連
(2)全国雷興住の報告

(3)金調嘱報

京六と立母舘穴で六瞳な人事異動ガおっ定。

(4)n儲館大学園彊髄汀『飽台輔報セシタ-J区名甑夜襲
[聾諸事璃1

( 1 )支部報l之ついて (4-6目壇銅鐸配車i之ついて〉
(2) 1 998年鹿部開蟻告はついて

(3) r ゆりか司王め j の理問 I~ ついて

4/7現在費鋸蜜敏 f 2名、登録者の描穴を
(4)支部総告 l~ついて

フ日 17日(盆)r.之京六会館で開催予定

(5)次回支部醤蝿e 5昌 128(火〉
韓加者 犠康、問、捕、申臨持主、吾題、田jt‘娃

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・2・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・a・・・a・2・..........，・・・・a・・・・・・・・・..・...・・・・a・・・..

f数珠つなぎJ6 pageからの麓き)

ところで、話をもどし、今度異動した理学部の図書室の紹介をして数珠つなぎを閉じた

いと思います。理学部は学生用の一般図書と共通雑誌を主に置いている中央図書室と各専

門分野の資料が置かれサーピスをしている 9つの教室図書室があります。数学、物理、地

球物理、宇宙物理、生物物理、動物植物、地鉱、化学、瀬戸臨海と多様です。今、新シス

テムとどう取り組むかが大きな課題となっています。それらと絡まって年齢的な問題、一

人職場の問題、工学部とくらべると定員が少ない等、開題が山積みです。私は、とりあえ

ず、走ってから考えるタイプの人聞なので、理学という学問分野の先生方からお叱りを受

けることが多いと思います。しかし、環境問題の話と閉じように、無駄を省いて、なるべ

くシンプルにしながら、いろいろな問題に取り組んでいきたいと思います。大図研の皆さ

ん、よい知恵がありましたら貸してください。

(次ぎは新システムWGで苦労された医学図書館の谷口洋子さん)
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新連載小説第 6回

リ コー ウ

作西国治

「まあ、まあ、落ち着けよ!Jと私は言った。

「そもそも、リュウが人が通ると同情を買うような芦でなくから、見るに見かねたんだっ

て。人を馬鹿にして!~享一!お前が部屋に上げたりするから、あんな犬になったんだよ。

開いてんの?J 

「聞いてるよ!J 

「おめえ 1リュウの世話ちゃんとやってんのかよ!J 

「ああ~あ!それが母親の言う言葉かよ!J 

「やかましい!ちゃんと答えろJと圭子は立ったまま腕組みをして、淳一を暁んでいたc

「そうや!お母さんが悪い!Jと美穂が持っていたコップを両手で乱暴にテープ、ノレの上に

置いて圭子を暁んだ。圭子はつい吹き出してしまった。

「圭子の負けだな。リュウの奴、やってくれるじゃないか」

「なに言ってんのよ。リュワの散歩が足りないらしいから、充分にさせてやって下さいっ

て言われたのよ。なんで私がそんなこと言われなければならないのよ。一体リュウは、ど

この犬なのよ!エツと淳ーに言った。圭子は余程悔しいらしい。

「そうや、お父さんが悪い!Jと美穂は、私が読んでいる新聞を取り上げた。

「あのなあ、お前どうゅう立場で言ってんだ!J 

「新聞なんか読んでるからや」

「新聞とリュウと、どんな関係にあるんだj

「美穂の言うとおりだわ。あんたが悪い !J

「うんJと美穂が領いた。

「変な家族!付き合ってられないよj と淳一は表へ出ていった。

「ちょっと、淳一 1変な家族って何よJと圭子が追い打ちをかけた。淳一の変わりにリュ

ウがあざ笑うような返事をした。

「まあ、摺らしいったらない!Jといいながら圭子は台所へ行った。私は新聞を引き寄せ、

寝ころんで読み始めた。美穫が漫画を持ってきて、私の腰を枕代わりにして、同じように

寝転がった。洋子までが喉をならして、私の読んでる新聞の上をお構いなしに歩いて、私

の胸の下に潜り込んだ。

しばらくして、圭子がコップを片手に居間に入ってきて、「なによ。あんたたち。ゴロ

ゴロして!Jいいながら、本棚を物色していた。やがて、圭子も雑誌を持って来て、私の

横に腰を下ろすと、美穂に頭がじゃまだから退けろという。美穂が枕代わりにしている私

の腰を使おうという訳である。

「なんで美穂が先なのに!Jと美穂が抵抗するのであるが「いいから、あっちへ行きなさ

いJと圭子も譲らない。

「ずるいといいながらも美穂は、圭子に押しやられてしまった。

(次号に続く)
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この度、約 10年お世話になった数理解析研究所の図書室から理学部中央図書室に配置

換えになりました。どちらも自然科学系なので、気は楽なのですが、環境が変わると 3カ

月くらいは非常に緊張する性格なので、いまはたいへんです。大図研京都数珠つなぎには

何を書いてもいいらしいので、異動に際して机の中を整理しながら感じた事を述べたいと

思います。

図書館の環境も 10年前と比べるとすっかり変わりました。気が付くとアッと言う間に

あまり好きではないコンピュータの山に囲まれて生活しているではありませんか。それな

のに机の上はあいかわらず紙だらけ書類だらけ。また、昨年 12月にリプレースを迎え、

古い端末の山だらけ。机もファイリングキャピネット方式なのに、フォルダーそっちのけ

で横のものを縦にいれるような使い方。脇机の中は何年も見たことのない書類がいっぱい

詰まっている始末。情報は常に整理しておかないと必要なものがすぐ引き出せないと長沢

雅男氏の著書に番かれていましたが、実際は単に抱え込むだけで、必要とするものがスワ

ーと出てきたためしはありません。日常の仕事のなかでいかに不必要なものを溜めてしま

っているかをつくづく感じた次第です。

ところで、この溜めに溜めた書類のゴミは最後は擁却炉で処理することになるので、人

事異動の時期はおおいに地球を汚す事になっています。最近読んだ ryフトエネルギーを

つかまえろ」の中でゴミを 1日 lkg減らすと 1年で削減C0 2は 87，6kg、酎誠エネノレギー

原油換算で 121.2リットノレ、節約できる金額 6何0円とありました。また、年々設しく変わ

るコンピュー夕、時代おくれになって不必要になった機器類の山もどうなっているのか気

になってきました。そして、日々電源つけっぱなしのコンピュータの電気使用量もすごい

でしょうね。

電気の使用と言えば、同じ本の中で述べられていた事ですが、じつは国内にある自動販

'売機は、清涼飲料水用のものだけで約 202万台あって、使用する電力の合計は約 100万キ

ロワットにのぼり、大形の原子力発電所1基分にあたる電力だそうですから驚きです。

何か机の整理から環境問題の話になってしまいましたが、気になる電気の話などこの本

に書かれている内容を少し紹介したいと思います。たとえば、火力発電所で電気をつくる

とき、石炭や石油を撚やして得られるエネノレギーの 6割が、熱となって空気中に出ていっ

てしまう。そして、発電所から電気を使うところまで電線を伝わって電気を送るときにも、

一部が熱に変わってしまい、石炭や石油がもっているエネルギーを 100とすると、電気と

して使えるのはおとムダが多いことが述べられています。

原子力発電でも 100万キロワットの電力をつくる発電所で 300万キロワットにあたる熱

が原子炉の中で生まれている。 200万キロワット分の熱エネルギーは原子炉を冷やすため

に使われている海水、つまり海に捨てられていることになります。 (4 page下段へ続く)
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